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１．研究計画の概要 
 本研究では、代表者・分担者それぞれで４
つの課題を追求するとともに、全体でコーパ
スと辞書の関連を研究し、辞書記述に応用で
きるコーパスのあり方を考えるものである。 
(1) コロケーション辞書の作成 
(2) 複合辞辞書の作成 
(3) コーパスを利用した現行国語辞典の評価
法の開発 
(4) 動詞の格情報と、オノマトペの意味・用
法を中心に、コーパスを利用した辞書の記述 
 
２．研究の進捗状況 
 全般に、研究は順調に進んでいる。以下、
４グループごとに述べる。 
(1)現在まででＷＷＷおよび現代日本語話し
言葉均衡コーパス(BCCWJ)からコロケーシ
ョンを取り出し、どのようにコロケーション
が記述できるか、またデータとその網羅性な
どを検討した。合わせて、コーパス中の間違
いが辞書記述に与える影響についても研究
した。 
(2)現在までの段階で、20 年度までの試行コ
ーパスを用いて複合辞候補を抽出し終わっ
たところである。それぞれの意味の解析およ
びデータの整理を行っている。また、複合辞
全体の体系についての考察も徐々に進めて
いる。 
(3)18 年から 20 年にかけて、利用者の観点か
ら国語辞典の項目間の揺れを測定し、それを
国語辞典の項目分けや国語辞典の記述に適
用することを示した。21 年からは、コーパス
を用いて、辞典における動詞の自他認定の基
準を策定する作業に入っている。 
(4)18 年度には、辞書に必要な情報の調査と

して辞書編纂者からの聞き取りを行い、それ
を報告書にまとめた。また、既存のコーパス
（主に新聞）の収集を行った。19 年度には、
「ト格要素をとる体言の用例収集と分析」及
び「役割のニ格を中心にした周辺的格情報の
分析」を行い、辞書に格情報を記述する方法
を探った。20 年度には、辞書の例文にどのよ
うに格情報を盛り込むかの検討を行った（約
1,400 語）。領域内公開コーパス(BCCWJ)が
どの程度利用可能かの調査を行った。合わせ
てオノマトペの調査も行った。 
 
３．現在までの達成度 
 全体として、「②おおむね順調に進展して
いる」に該当する。以下、４グループごとに
おおよその達成度の目安を示す。 
(1)「③やや遅れている」状態である。コロ
ケーションの記述についていえば、BCCWJ で
は、十分な量のデータが含まれず、有意義な
辞書記述が行えないことがわかった。したが
って、当初の目的としていた BCCWJ を利用
してコロケーション辞書を作るという方針
は５年間で達成できない見込みである。現在
は、当初の方針を変更してＷＷＷをコーパス
として利用して、コロケーション辞書の作成
を試みているが、こちらはコーパスが大きす
ぎるということと、各種の間違いが大量に含
まれるため、別の意味で辞書記述にふさわし
くないという問題があることがわかった。 
(2)目標に対して 40%ほどの達成であり、「②
おおむね順調に進展している」状態である。
予定していた辞書形式の複合辞データベー
スの基礎的な形は完成した。まだ語彙のリス
トをつくった段階であるが、今後は、用例の
増補などを行っていく予定である。 



(3)「②おおむね順調に進展している」とい
える。当初の目標に対してほぼ 80％の達成段
階である。国語辞典の意味区分の問題点など
については、ほぼ解明した段階であり、今後
残された問題があるものの、それぞれ担当者
を決め、それぞれのテーマとして追求してい
ける体制になっている。 
(4)「②おおむね順調に進展している」とい
える。BCCWJ を活用して辞書記述のいろいろ
な側面について順次検討しており、その成果
は論文・学会発表などで公表してきた。その
進展を考えると、当初の目標に対してほぼ
60％を達成していると考える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 ４グループがそれぞれに研究を進めると
ともに、全体会議で研究の進捗状況を確認し
あい、お互いにコメントする中で共同研究の
実をあげる予定である。 
 以下、４グループごとに記す。 
(1)ＷＷＷのデータを活用しつつコロケーシ
ョンの研究を進める予定である。Google 社
が販売している N グラムデータ集を利用し
て、コロケーション記述の効率化を図る予定
である。 
(2)今後は、コーパスの完成版による複合辞
の増補作業や、複合辞辞書をデータベースの
形にすることなどを計画している。 
(3) 20 年度までの研究成果を元に、形容詞を
対象に注釈付き見本辞書を作成するととも
に、漢語の自他両用動詞の使用実態を記述し
た見本辞書を作成する。 
(4) 21 年度は、20 年度に調査した約 1,400
語の動詞から、語義と格情報との関わりに特
徴のあるものを抽出し、領域内公開コーパス
の情報をもとに記述を開始する。オノマトペ
については、領域内公開コーパスにとどまら
ず、他のコーパスも収集しながら、語義分析、
主体・述語の調査を進める。22 年度は、動詞
について、他のコーパスの情報も参照しなが
ら記述を点検する。オノマトペの記述も完成
させる。コーパスの利用法と評価をまとめる。 
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